


























本稿は異文化問発話行為実現プロジェクト (Cross-CulturalSpeech Act Research Project、
以下CCSARP) という枠組みに基づき、依頼の発話行為を研究対象とする。Blum長 ulkaet al. 







Blum-Kulka et al. (1989:11-12)は CCSARPの枠組みに基づき、依頼について次のように
指摘している。「依頼はプレイベントな行動であり、話し手が聞き手に実施して欲しい行動
を口頭あるいは非口頭という手段によって示す表現である。依頼はフェイスを脅かす行為
(Brown & Levinson 1978)である。つまり開き手は「依頼」を自分の行動の自由を侵害する
行為であると解釈する。一方、話し手は「依頼j に際して、自分の要求を開き手に押し付
けないように努める j と述べている。ただし本稿は依頼の定義をこれよりも限定する。具
体的には、山間他 (2010:144) が挙げる「④参与者 Bによる当該行為の実行は参与者 A
に利益をもたらす」も依頼の定義に含める。なお、山岡他 (2010) の参与者 A は依頼者





起部、依頼内容である getme a beer， pleaseが主要行為部、依頼の理由となっている I'm
terribly thirstyが補助部である。
(1) John， get me a beer， please. I'm terribly thirsty. 
注意喚起部主要行為部 補助部
Blum-Kulka et al. (1989: 18)は主要行為部を直接性という度合し1から 9つのストラテジー
に分けている。その内訳は以下のとおりであるが、下の項目ほど直接性は低くなる。
・命令法による発語内効力の示唆 (Moodderivable) Leave me alone / Please move 
your car 
-遂行動詞 (Per・formatives)1 am asking you to move your car 
・緩衝的遂行動詞 (Hedgedperformatives) 1 must to ask you to clean the kitchen right now 
-義務の陳述 (Obligationstatement) Madam you'll have to move your car 
.1願望の陳述 (Wantstatement) I'd like to borrow your notes for a litle while 
-提案 (Suggestoryformulae) How about cleaning up the kitchen 
-準備条件の質問 (Querypreparatory) Can 1 borrow your notes? 
・強いほのめかし (Stronghints) Will you be going hone now? (Intent: getting a li丘home)
・弱いほのめかし (Mildhints) You've been busy here， haven't you? (Intent: getting hearer 
to clean the kitchen) 




(2) Leave me alone. 
(3) Clean up the kitchen. 
(4) Please move your car. 
命令法による依頼は (2)、(3)のように命令法のみで表されるだけではない口 (4)のよう
に、命令法に対して、ポライトネス標識が付加される場合もある。 Blum-Kulkaet al. (1989: 
285)はポライトネス標識を「協力的な行動を得ようとするために、依頼に対して付加され
る要素J(4)と説明する口そして pleaseをその標識と考えている。





一見、格下げは Brown& Levinson (1978: 134)のネガティブ・ポライトネス・ストラテ
ジー (5)に対応するように見える。しかし Blum-Kulkaet al. (1989: 284)が格下げの 1っとし
て挙げる甘言は「依頼によって話し手と開き手の間の調和が脅かされるかもしれないが、
その調和を増加、生成、あるいは回復するものであるjと定義されている。甘言が Brown& 
Levinson (1978: 77， 108)のポジティブ・ポライトネス・ストラテジー (6)に対応していると
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な表現(例えば r~ してもらえませんか J )を使うことによって、相手により了寧に依頼
することが可能であるという。 例えば、客がj吉員に「メニューを見せて下さしiJと依頼す
ることができるが、相手により配慮、をして「メニューを見せてもらえませんか」と言うこ
ともできる(小林 2009:137)。小林 (2009) による iVてくださしリが無標であるとい
う立場を考慮すれば、 rVてくださしリをポライトネス標識と捉えることには問題がある
だろう。
また山雨他 (2010:150-151)によれば、 (7)の iVて」、 (8)の iVてくれ」、 (9)の rV
てちょうだしリの被依頼者は遠慮、の要らない親しい人であるという。さらに rVてくれJ
は話し言葉においでほぼ男性専用で、女性は iVて、 Vてちょうだいj を用いるという。
これら 3つの標識を Brown& Levinson (1978)のポライトネス・ストラテジーに照らし合わ
せると、それらはポジティブ・ポライトネス・ストラテジ~4 の「仲間内であることを
す標識を用いよJ(Brown & Levinson 1978: 107-112)に相当するポライトネス標識であると
考えられる。このストラテジー4として、 Brown& Levinson (1978: 107)は仲間内の呼びか
け表現、仲間言葉や方言、ジャーゴンやスラング、言葉の省略を挙げている。 iVてj は











(10) C'teni atay iお茶を私にくださしリ
(11) C'teni wahd lkas datay， llah yxellik iお茶を一杯私にください口神が貴方を長生き
させるように」




























(14) C'ti-ni l-qa?ime min facll-ak 
与える(命単男)ー私に そのーメニューから恩恵"貴方の
i(客が)苫員に)メニューを与えてください。実方の恩恵からJ
(15)ιnjat-ak naclclif l-yurfe 
で m生命ー貴方の 掃除する(命単男) そのー部屋
i(友達に)あなたの生命で、部屋を掃除してj
( 16) ?alla jxalli向ki zabbti l-matbax 
神 長生きさせる(接 3単男)ー貴女を 掃除する(命単女) その句キッチン




(17) ?alla jxalli四k naclclif トyurfe
神 長生きさせる(接 3単男)-貴方を 掃除する(命単男)そのー部屋
i(若い人が年上のお手伝いの人に)神が貴方を長生きさせるよう、部屋を掃除し
てj
(18) C'ammo ?alla jxallトk iza 日 mazal
おじさん 神 長生きさせる(接 3単男)ー貴方をもしで範癌















また NA氏は ?allajxallik(i)は命令法を伴った場合だけでなく、(19)の imaC'Ies+2人称
の接続法J( iあなたが Vすることを気にしないでしょうかJ)、 (20)の imaC'les+1人称の
接続法J( i私が Vすることを気にしないでしょうかJ)のような要素を伴うことも可能で
あるという。







?? kif fini run l-manatta 
言う(接 2単男)に"私の 方法 できる(1単)行くことその町駅
I(若い人が面識のない年上の人に)おじさん!神が貴方を長生きさせるよう、も
しできれば、私が駅に行く方法を私に言うことを気にしないでしょうかj
(20) ¥ammo Ialla jxalli-k mubajl-i ¥atlan wo 
おじさん神 長生きさせる(接 3単男)-貴方をモパイル白夜、の壊れたそして
lazem i¥mol mukalameラ daruri ktir・9 ma¥les 
なければならないする(接 1単)電話 必要である とても 気にしない
ista¥ir mubajl-ak Iiza ma fi-ha iz¥a主





(19)の内容は (18) とほぼ同じであるものの、被依頼者が全く面識のない年上である o
NA氏によれば、面識のない年上に依頼をする場合、 りallajxallik(i)+命令法Jは使いにく
く、それ以上に柔らかく頼むことができる(19)のような表現を使用した方がよいという口
そして (20)は(18) と同じく若い人が知り合いの年上の人に依頼をする場面である。 NA









に存在するという点である。日本語では、 iVてくれ、 Vて、 Vてちょうだいj が、ホムス
方言では bnjata/伐と Iallajxallik(i)がそれに相当すると考えられる。一方、相違点は親しい
棺手に依頼する場合、日本語では女性が用いる標識 (Vて、 V てちょうだい)と男性が使
う標識 (Vてくれ)の形が異なるが、ホムス方言ではそのような区別はないという点であ





































のデータに現われる Sは [J、主は [3]、与は[sC]、1は[tcJ、zは[ゲ]、 dは [d¥']である。母





(3)原文は次のようになっている。 'Thegrammatical mood of the locution conventionally deter-
mines its illocutionary force as a Request. The prototypical form is the imperative' 
(4)原文は 'Anoptional element added to a request to bid for cooperative behavior'となっている。
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